
○都心から2時間圏内の立地で豊かな自然が残る寄の魅力を活かし、知る人ぞ知る「癒しの里」を目指す。地区
内で農泊の推進体制を築き、首都圏住民･企業や中学生を対象としたプログラムを提供する。

○首都圏企業を対象とした社員の保養や研修の場として受入を進め、徐々に中学生の農山漁村体験も組み込
んでいき、農泊ビジネスの規模拡大を図る。順次、周辺自治体と連携した広域的な受け入れを進めていく。

Yadoriki Healing Village推進協議会 〔神奈川県松田町寄地区〕
まつだまちやどりき

【実施体制】神奈川県松田町

【採 択 年 度】
平成30年度

【事業実施期間】
平成30～令和元年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○ 寄地区独特の地域資源である里芋等を題材とした連続
型の体験プログラムの提供
○ 包括協定を締結している首都圏企業と連携した都市農村
交流の取組
○ 「癒し」をテーマに寄地区の地域資源を活かした着地型
観光プログラムの構築

Yadoriki Healing Village
推進協議会（事業実施主体）

一般社団法人
松田町観光協会

・有限会社みやまの里
・松田町（寄七つ星カ
フェ）

・佐野農園

・寄自然休養村

運営協議会

・寄地区振興協議会

中核団体（中心的な

役割を担う団体）

宿泊・食事

部門
体験・交流部門 行政

・松田町

○ 農泊により地域一体となった地域全体で収益（飲食店、宿泊施

設、体験プログラム等の売上創出・増加、外国人宿泊客の受入

等）を得る仕組みの構築

○ 農泊受け入れ体制の整備（人材育成、宿泊施設の修繕、空家

活用等）を推進し、農泊ビジネスの規模を拡大

○ 農泊リーダー、農泊コーディネーターとなる地域内の中核人材

の育成

○ 豊富な地域資源を活用した滞在型プログラムの開発

○ 住民有志や関係団体による体験プログラムの連携強化、滞在

時間の増加、周遊性のある連続した滞在の実現

○ 滞在型プログラム運営ノウハウの蓄積

○ 首都圏に対する効果的な情報発信・プロモーションの強化

○ 農泊事業を通した人口減少対策（閉校する中学校や空き家の

活用等）や広域連携対策（県西2市8町などでの企業研修や小中

学校の受入等）の推進
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